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あ る 統 計

山口大学電子計算機室室長 鈴 岡 俊 郎

あ る会合 の話 の タネに で も と思 っ て、本年3月 統 計数理 研究 所か ら発 表 され た 「研 究教 育機 関 にお

け る電子計 算機 利用 の実態 調査 と需 用予 測 」の ため の第2回 調 査結 果 か ら、 あ る種 の統 計 を引 きだす

こ とを試み た。 これ は そのア ンケー トの最 後 に今 後 の コ ンピュー ターや その システ ムに望 む 自由意 見

を書 く欄が あ り、 その要約(と 思 われ る)が もれ な く(と 思 われ る)収 録 され てお り、 その傾 向が参

考に な りは しないか と思 つたか らで あ る。

この調査 は昨年11月 に全 国75国 立大学 の 教官 か ら抽 出 され た3,000名 を対 象 とし、その うちの1,050

名か ら寄せ られた 回答 に基づ いて いる。 コン ピュー ター を 「役 に立つ もの 」・「便 利 な もの」 と認め る

もの が80%を 越 え、 しか し 「好 き」 と答 えた ものが39%(「 嫌 い」 な もの3.3%)と い う人 ぴ との意 見

であ る。71ペ ー ジにわ た るその収 録 は利用 者 の意 見 と非利 用者 の意 見 に分 れて いて 、私 自身 は非利 用

者 に属 す る。(10年前 あ る大 学 の"当 時 の"大 型 が無 料 のテ ス トランニ ン グを行 な って いる ときに3回

ほ ど計 算 を依頼 した こ とが ある に過 ぎな い。)意 見 の約70%を 私が 勝手 に設 定 した項 目のいず れか に

分 類 した。 そ の数 は利用者 か ら329、 非利 用者 か ら239で あ った(数 字 は人数 でな く意見 の数 であ る)。

上 記報 告書 の 食傷す るほ どの 数字 の羅 列 に対 して 、 ここでは 印象的 な記 述 に と どめ よ う。 そ のため に

私 の主 目的 で あ った専 門分 野 別 の集計 の結 果 には触 れ ない こ とにす る。

最 も多い意 見は言 語 に関す る もの で全体 の23%は これ に向 け られて い る。中 で もその6割 以上 が プ

ログラ ミン グに対 して 「手書 きの文字 か らinput」 「パ ター ン認 識」 「数 式 をその ま ・読 み込め」.「言

語を人間 に近づ け よ」 「もっ と自由 な プ ログ ラム を」と望 ん で いる。これは それ が単 に非常 に厄 介 だか

ら とい うだけ でな く、 プ ロ グラ ミン グの末 来 の姿 を指 向 して い る もの と思 われ る。声 の1割 は非 利用

者 で あ る。

つ ぎは以下 に示 す3つ の項 目が 共 に13%で あ った。 その1は 計算機 セ ンター に対す る要望 で、 「い

つ で も相 談 に乗 って くれ るプロ グ ラマ ー」 「プ ログラム の作成 は セ ンター で」 とい うのが その半 分 を

占め て い る。参考 までに 言 えば 、報 告 中の 「9.受 けた い助 力 」の項 に よる と、利用者 です らプ ロ グ

ラムの作 成 を望 む者42.4%、 カー ドや紙 テー プのパ ンチ を望 む者37.4%と い うこ とであ る。 その2は

大型 計算 機 の端末 機 システムやTSSを 望 む声 で、 これ こそ は異 口同音 とい った感 じであ る。 これ は

た しかに 疑 い もな く今 後 の計算 機 シ ステム の あるべ き姿 であ り、一部 です でに実施 されて い るが 、現

場 か ら と思 われ る声 は なか った よ うで あ る。わず か に 「待 時間 が短 かけ ればTSSは い らない」 「大

型 と手 許 の計 算機 を結 ぶ チ ヤンネ ルが あれ ば必ず し もOnlineで 結 ぶ必要 は な い」等が 注意 を引 いた 。

しか しこれ はTSSや オン ライ ンシ ステムが まだ熟 し切 らな い悲 しい現実 の裏 返 しで はなか ろ うか?

その3は ハー ドに対 す る もの で、 その 中で数 か ら言 えば 「もっ と安 価 に」 とい うのが最 も多い。 しか

し 「故 障 の少 な い もの を」 「OSが 悪 い」 「OSの 統一 」 「IBMに 劣 らぬ もの を」等 は国産 機 を使

用 す る我 々の共 通 の叫 びで あ ろ う。

これ らに続 い て、計 算機 の分布 に 関す る要求 が9%を 占め 、 「も つと多 くの大 型 の配 置 を」 「各大

学 に 中型 を」 とい う もの であ るが 、 「どこに も小 型 を」 とい うの も切 実 な要 求 の よ うで あ る。

意 外 だ つたのは 「計算 機 に支配 され るな」 であ り、これ は利用 者 と非 利用 者 あ るいは属 す る専 門分

野の 区別 な く7%が 警告 してい る。国 民総 背番 号 を危惧 す る声 もこれ に入 れた 。 この 「計 算機 」 の文

字 を 「科 学 」 に置 きか えれ ば、科学 者 の責任 が 一層 明らかに な りは しな いか。



文 献検 索や 資料 の システ ム化 を望 む声(同 じく7%〉 はほ とん どが非 利用 者の もの であ った。利 用

者 は 目の前 の計算機 利 用で頭 が い っぱい とい うところ であ ろ うか?勿 論報 告 に よれば利 用者 もその

95%が これ ら を可能 と答 えてい るの であ るが…… …(「4.入 間 に代 ってや れ る もの」 の項か ら)。

その他 、非利 用者 の意 見 と して 、用語や 方 言 な どの語 彙 の シス テム化や 物 資流通 の制 御 な どに托 した

夢 が5%あ った。

待 時 間やdebugの 時 間的 ロ スに対す る不 満 は6%で あ る。 しか しこれは氷 山 の一 角 と見 るべ きで 、

ア ンケー トの 「10.ど ん な不 満 をお もちですか 」 の中 で 「待 時間が 長 す ぎる」 こ とに実 に45.1%の 人

が不 満 を表面 してい る。 自由 欄 でそ れ をまた蒸 し返 した とい うこ とは それ だけ事 態 の深 辮 さ を物語 っ

てい る と見て よいで あろ う。

最 後 に 、計 算料 金に つ いては いず れ も 「もっ と安 く」 とい うもの であ ったが 、 その 声は2%に 過 ぎ

なか った。予 算や定 貫の増加 な どの行 政 面に おけ る要 求 は1%で あ る。

集 計 を終 って 、あ らため て その中 か らなん らか の結論 を引 きだ そ うとす る とき、私 のは じめ の意図

に 反 して力弱 さを感 じた。 たぶ ん それは この統 計が 設 問に答 え る形 式 のデ ー タか らの もの でな いか ら

であ ろ う。待時間 を長 す ぎ る とい う6%の 人 が、 聞い て見 れば実 は45%の 一部 に過 ぎない と言 った具

合 に であ る。(こ れ に くらべ れ ば報告 書 の集計 は よ く読 めば実 に面 白い いろ い ろな結論 を引 きだす こ

とが で きる。)結 局私 は この労作 を会 合 で発表せ ず に終 った。


